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議案質疑議案質疑

（ 3 ） （ 2 ）

第
２
回
定
例
会
と
次
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
臨
時
会
に
提

出
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案

が
、総
員
で
同
意
・
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
質
問

　

太
田
議
員
と
中
村
議
員

か
ら
、市
職
員
が
死
亡
し

た
件
に
つ
い
て
緊
急
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。詳
し
く

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会

議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
な
議
案
審
議

◆
大
規
模
工
場
等
の
用
途
及
び

　

規
模
を
定
め
る
条
例

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
自
衛

水
防
組
織
の
設
置
を
促
す
も
の

Ｑ　

条
例
を
定
め
る
効
果
は
。

Ａ　

大
規
模
工
場
等
の
管
理
者

な
ど
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、地
域
防
災
計
画
に
施
設
の
名

称
と
所
在
地
が
掲
載
さ
れ
、浸
水

防
止
計
画
の
作
成
、計
画
に
基
づ

く
訓
練
の
実
施
、自
衛
水
防
組
織

の
設
置
に
つ
い
て
の
努
力
義
務

が
生
じ
る
た
め
、地
域
防
災
力
の

強
化
が
期
待
で
き
る
。

Ｑ　

不
老
川
な
ど
の
浸
水
想
定

区
域
に
つ
い
て
も
、今
後
指
定
し ６月定例会

６月８日～６月２６日

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
」な
ど
、９
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長

を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
同

意
・
可
決
し
ま
し
た
。

て
い
く
の
か
。

Ａ　

近
隣
流
域
自
治
体
と
と
も

に
、河
川
管
理
者
の
埼
玉
県
と

浸
水
想
定
区
域
指
定
の
前
提
と

な
る
水
位
周
知
河
川
の
指
定
に

向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

◆
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正

育
児
短
時
間
勤
務
や
介
護
休

暇
を
創
設
す
る
も
の

Ｑ　

育
児
短
時
間
勤
務
は
ど
の

よ
う
な
制
度
に
な
る
の
か
。

Ａ　

子
ど
も
が
小
学
生
に
な
る

ま
で
、育
児
を
理
由
に
在
職
の
ま

ま
、お
お
む
ね
半
分
程
度
の
時

間
で
の
勤
務
が
可
能
と
な
る
。

Ｑ　

介
護
休
暇
の
創
設
の
背
景

と
今
後
の
制
度
活
用
は
。

Ａ　

仕
事
と
介
護
の
二
重
の
負

担
か
ら
、職
務
遂
行
へ
の
影
響
や

離
職
も
考
え
ら
れ
る
。当
制
度
に

よ
り
、要
介
護
者
の
介
護
状
態

に
応
じ
た
休
暇
の
取
得
が
可
能

と
な
り
、離
職
せ
ず
に
職
務
を

継
続
で
き
る
た
め
、業
務
に
習

熟
し
た
職
員
の
確
保
と
効
率
的

な
業
務
遂
行
が
見
込
ま
れ
る
。

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

男
性
職
員
の
育
児
参
加
の
機

会
を
拡
大
す
る
も
の

Ｑ　

条
例
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と

効
果
は
。

Ａ　

仕
事
と
育
児
の
両
立
の
た

め
の
支
援
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、

職
員
の
働
き
方
の
選
択
肢
が
広

が
る
。ま
た
、休
業
期
間
の
拡
大

に
よ
る
、男
性
職
員
の
積
極
的

な
育
児
へ
の
参
加
は
、女
性
の

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
後
押

し
す
る
と
と
も
に
、男
性
自
身

の
仕
事
の
質
の
向
上
や
視
野
の

拡
大
も
見
込
ま
れ
る
。

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

納
税
義
務
者
の
合
計
所
得
金

額
が
１
千
万
円
を
超
え
た
場

合
、控
除
を
適
用
し
な
い
も
の

Ｑ　

控
除
対
象
配
偶
者
が
、同

一
生
計
配
偶
者
と
変
更
さ
れ
た

が
、具
体
的
に
は
。

Ａ　

納
税
義
務
者
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
配
偶
者
の
う
ち
、前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円

以
下
の
方
が
対
象
と
な
る
。ま

た
、市
民
税
に
お
け
る
所
得
控

除
の
対
象
と
し
て
の
配
偶
者
は
、

民
法
の
規
定
に
従
い
、内
縁
関

係
に
あ
る
配
偶
者
な
ど
は
、対

象
と
な
ら
な
い
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

助
成
の
対
象
と
な
る
早
期

不
妊
検
査
、早
期
不
妊
治
療
の

内
容
と
助
成
額
は
。

Ａ　

不
妊
検
査
は
、検
査
開
始
時

の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
、子

宮
卵
管
造
影
法
検
査
な
ど
が
対

象
で
、助
成
金
は
１
回
限
り
２
万

円
が
上
限
。不
妊
治
療
は
、初
回

治
療
時
の
妻
の
年
齢
が
35
歳
未

満
で
、体
外
受
精
と
顕
微
授
精
が

対
象
と
な
り
、埼
玉
県
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
て

い
る
方
を
対
象
に
、初
回
に
限
り

10
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
。

　
　

そ
の
他
の
議
案

《
い
ず
れ
も
原
案
同
意
・
可
決
》

人
事
◆
監
査
委
員
の
選
任（
永

井
保
氏
）　

そ
の
他
◆
29
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
、市
道
路
線
の
認
定（
２
）

２
２
万
円
以
下
、２
割
軽
減
は

２
６
６
万
円
以
下
。５
割
軽
減

で
は
11
万
６
千
７
０
０
円
か
ら

２
万
７
千
円
が
減
額
と
な
り
８

万
９
千
７
０
０
円
、２
割
軽
減

で
は
、15
万
６
千
７
０
０
円
か
ら

１
万
８
０
０
円
が
減
額
と
な
り

14
万
５
千
９
０
０
円
に
な
る
。

◆
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

（
専
決
処
分
）

上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得

の
個
人
市
民
税
の
課
税
方
式

を
見
直
す
も
の

Ｑ　

個
人
市
民
税
は
ど
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告

書
を
あ
ら
か
じ
め
提
出
し
て
お

け
ば
、上
場
株
式
な
ど
の
配
当

所
得
に
つ
い
て
住
民
税
と
所
得

税
で
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択

　

第
１
回
臨
時
会
で
は
、「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
」な
ど
市

長
提
出
議
案
4
件
を
、議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
の
結
果
、原
案
の

と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。ま
た
、議
長
・
副
議
長
を
新
た
に
選
出
し
ま
し
た
。

４月臨時会
4月21日

主
な
議
案
審
議

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
改
正（
専
決
処
分
）

国
保
税
の
軽
減
措
置
を
拡
大

す
る
も
の

Ｑ　

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
と

２
人
世
帯
の
年
金
収
入
の
上
限

額
と
税
額
は
。

Ａ　

単
身
世
帯
の
年
金
収
入
の

上
限
額
は
、５
割
軽
減
は
１
９

５
万
円
以
下
、２
割
軽
減
は
２

１
７
万
円
以
下
。税
額
は
、５
割

軽
減
で
は
７
万
2
0
0
円
か
ら

１
万
６
千
円
が
減
額
と
な
り
５

万
４
千
2
0
0
円
、２
割
軽
減

で
は
９
万
2
0
0
円
か
ら
６
千

4
0
0
円
が
減
額
と
な
り
８
万

３
千
８
０
０
円
に
な
る
。

　

２
人
世
帯
の
５
割
軽
減
は
２

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
賜
り
、議
長
・
副
議
長
の
大

任
を
拝
し
ま
し
た
。と
も
に
、狭

山
市
議
会
第
64
代
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
昨
今
、全
国
的
に
地
方
議

会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、人
口
の

減
少
、そ
れ
に
伴
う
税
収
減
、さ

ら
に
は
一
部
の
地
方
議
員
の
不

祥
事
な
ど
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、わ
が
狭
山
市
議
会

で
は
、議
決
機
関
と
し
て
の
自
覚

を
深
め
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
、開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て
、

さ
ら
に
存
在
感
の
あ
る
、そ
し
て

市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
も「
子
ど
も
・
議
会
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
、多

く
の
子
ど
も
達
が
議
会
を
身
近

に
感
じ
、狭
山
市
の
将
来
を
担
う

一
助
と
な
る
よ
う
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、広
く
市
民
の

皆
様
に
、議
会
を
さ
ら
に
分
か
り

や
す
く
す
る
こ
と
、そ
し
て
議
員

発
・
議
会
発
の
政
策
条
例
の
策
定

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

公
平
公
正
な
議
会
運
営
に
誠

実
一
路
を
も
っ
て
努
め
抜
き
、す

べ
て
に
真
剣
勝
負
で
臨
み
、議
会

に
与
え
ら
れ
た
案
件
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

狭
山
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と

市
民
福
祉
の
増
進
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、所
得
税
は
総
合
課

税
を
選
択
し
、住
民
税
は
税
率

が
５
％
の
源
泉
徴
収
を
選
択
す

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
最
も
有
利

な
取
り
扱
い
を
選
択
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

　
　

そ
の
他
の
議
案

承
認（
専
決
処
分
）◆
平
成
28
年

度
狭
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
28
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

（
狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
）　

齋藤誠議長　　 太田博希副議長

早
期
不
妊
検
査
・
治
療
に
助
成
金
支
給
案
を
可
決

早
期
不
妊
検
査
・
治
療
に
助
成
金
支
給
案
を
可
決

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

真
剣
勝
負
！

国
保
税
の
軽
減
措
置
拡
大
を
承
認

国
保
税
の
軽
減
措
置
拡
大
を
承
認



各委員会の紹介各委員会の紹介

（ 5 ） （ 4 ）

新設された地域包括支援センターを視察

委 

員 

長　

三　

浦　

和　

也

副
委
員
長　

西　

塚　

和　

音

委　
　

員　

太　

田　

博　

希

委　
　

員　

加
賀
谷　
　

勉

委　
　

員　

猪　

股　

嘉　

直

委　
　

員　

中　

村　

正　

義

委　
　

員　

磯　

野　

和　

夫

委　
　

員　

田　

村　

秀　

二

委 

員 

長　

金　

子　

広　

和

副
委
員
長　

矢　

馳　

一　

郎

委　
　

員　

内　

藤　

光　

雄

委　
　

員　

笹　

本　

英　

輔

委　
　

員　

大　

沢　

え
み
子

委　
　

員　

新　

良　

守　

克

委　
　

員　

齋　

藤　
　

誠

委 

員 

長  

新
良　

守
克

副
委
員
長  

内
藤　

光
雄

委　
　

員  

金
子　

広
和

委　
　

員  

三
浦　

和
也

委　
　

員  

綿
貫　

伸
子

委　
　

員  

町
田　

昌
弘

委　
　

員  

大
沢
え
み
子

委　
　

員  

中
村　

正
義

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、子
育

て
や
、学
校
、ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
、

介
護
や
障
害
者
の
施
策
、教
育
・
健

康
・
福
祉
な
ど
の
政
策
や
条
例
に

関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

　

狭
山
市
で
は
、平
成
29
年
３
月

に「
第
４
次
総
合
計
画
」に
基
づ
い

て
、「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。基
本
方

針
で
は『
公
共
施
設
の
統
廃
合
等

を
計
画
的
に
実
施
し
、40
年
間
で

延
床
面
積
を
30
％
削
減
』と
あ
り
、

対
象
に
は
教
育
・
福
祉
施
設
も
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、公
共
施
設
の

維
持
管
理
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
保
ち
な
が
ら

の
保
全
と
再
編
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
、生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
や
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
の
環
境
整
備
、高
齢
者
の

健
康
長
寿
、学
校
の
適
正
規
模
な

ど
、今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
専
門
的
な
視
点
で
審
査
し
、

教
育
・
福
祉
の
増
進
の
た
め
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

　

基
地
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、基
地
が
所
在

す
る
こ
と
で
発
生
す
る「
騒
音
」な
ど
の
生
活

環
境
へ
の
影
響
、ま
た
、安
全
面
で
の
配
慮
な

ど
、市
民
生
活
に
か
か
る
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
で
き
る
よ
う
、航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
や
北

関
東
防
衛
局
な
ど
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
予
定

○
次
期
電
波
測
定
装
置
搭
載
機（
Ｃ
２
）の
状

　

況
確
認

○
入
間
基
地
隣
接
留
保
地
の
利
用

○
入
学
式
・
卒
業
式
な
ど
の
公
式
行
事
に
伴
う

　

飛
行
時
間
の
配
慮
を
要
望

○
航
空
祭
の
開
催
に
伴
う
安
全
飛
行
の
徹
底
を
要
望

委 

員 

長  

土
方　

隆
司

副
委
員
長  

猪
股　

嘉
直

委　
　

員  

千
葉　

良
秋

委　
　

員  

西
塚　

和
音

委　
　

員  

矢
馳　

一
郎

委　
　

員  

笹
本　

英
輔

委　
　

員  

綿
貫　

伸
子

委　
　

員  

中
村　

正
義

　

総
務
経
済
委
員
会
で
は
、総
合

政
策
、総
務
、商
工
、観
光
、農
業
、

協
働
自
治
、市
民
文
化
、危
機
管
理

の
ほ
か
、他
の
常
任
委
員
会
が
担

当
し
な
い
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

　

今
年
度
、当
委
員
会
で
は
、①
危

機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

②
地
域
拠
点
づ
く
り
の
あ
り
方
に

つ
い
て 

③
産
業
振
興
に
つ
い
て 

④
公
共
施
設
の
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、の
４
点
を
主
な
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
動
き
と
し
て
、入
曽

地
区
で
は
、昨
年
の
台
風
９
号
に

よ
る
不
老
川

の
氾
濫
を
踏

ま
え
、入
曽

地
区
防
災
計

画
が
策
定
さ

れ
る
予
定
で

す
。今
後
、入

曽
地
区
地
域
交
流
施
設（
仮
称
）の

建
設
に
向
け
た
協
議
な
ど
が
進
ん

で
い
く
こ
と
か
ら
、将
来
を
見
据
え

た
地
域
拠
点
づ
く
り
の
あ
り
方
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、活
力
を
生
み
、市
の
魅
力

に
つ
な
げ
る
た
め
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
工
業
、農
業
だ
け

で
な
く
観
光
も
含
め
た
産
業
振
興
、

さ
ら
に
、昨
年
度
に
策
定
さ
れ
た
狭

山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
ベ
ー
ス
と
し
た「
公
共
施
設
再

編
計
画（
仮
称
）及
び
実
施
計
画
」

や
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
策
定
に
向

け
た
今
後
の
動
き
な
ど
を
受
け
、

上
記
の
活
動
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
た

調
査
・
確
認
を
行
い
、市
民
ニ
ー
ズ

を
取
り
入
れ
な
が
ら
市
政
に
反
映

で
き
る
委
員
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、市
議
会
の
運
営
、会

議
規
則
、委
員
会
に
関
す
る
条
例
、議
長
の
諮

問
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。ま
た
、陳

情
の
扱
い
な
ど
も
審
議
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

　
「
子
ど
も
・
議
会
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
実

施
、議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
、政
策
条
例
の
策
定

手
順
の
検
討
、災
害
対
応
指
針
の
補
強
・
充
実

の
検
討
、議
会
を
傍
聴
し
や
す
く
す
る
た
め
の

工
夫
、会
期
日
程
の
見
直
し
検
討
の
６
項
目
を

主
な
テ
ー
マ
に
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。ス
ム
ー
ズ

な
議
会
運
営
に
向
け
て
、市
民
目
線
で
分
か
り
や
す
い

議
会
や
議
会
全
体
の
活
性
化
に
資
す
る
案
件
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

活動テーマ
・危機管理の取り組み
・地域拠点づくりのあり方
・産業振興
・公共施設の管理のあり方

活動テーマ
・仕事と子育ての両立支援
・健康長寿の推進と支援
・学校の規模と配置の適正化
・必要なサービスを保ちな
 がらの保全と再編

（後列左から）太田委員、加賀谷委員、磯野委員、 
　　　　　　　中村委員、田村委員、猪股委員
　　　（前列）三浦委員長　　西塚副委員長

冠水した道路（昨年9月）

（後列左から）笹本委員、内藤委員、大沢委員、
　　　　　　　新良委員、齋藤委員
　　　（前列）金子委員長　　矢馳副委員長

（後列左から）金子委員、町田委員、綿貫委員、
　　　　　　大沢委員、中村委員、三浦委員
　　　（前列）新良委員長　内藤副委員長

（後列左から）笹本委員、千葉委員、中村委員、
　　　　　　矢馳委員、西塚委員、綿貫委員
　　　（前列）土方委員長　猪股副委員長

教
育
・
福
祉
の
増
進
の
た
め

市
民
目
線
を
忘
れ
ず
に
審
査

市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
、

将
来
を
見
据
え
た
地
域
拠
点
づ
く
り
の
あ
り
方
を

よ
り
わ
か
り
や
す
い

議
会
を
目
指
し
て

安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
の
た
め
に



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ
アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

各委員会の紹介

（ 7 ） （ 6 ）

◆スポーツを通して豊かな人間形成を
　時代の変化とともに行政課題やニーズは変化
するものであるが、子ども達に豊かな未来を示
していくことは、いつの時代も変わらないもの
である。子ども達の未来を築くことが狭山市の
未来を築いていくことに等しいと考えるが､ス
ポーツによる効果を踏まえスポーツ推進にかけ
る市長の所信は。
市長 スポーツは、体力の向上や生活習慣病の予
防、心身のリフレッシュなど、心と体の健康に大
きな役割を果たしている。また、ジュニア期から
スポーツに親しむことは、フェアプレー精神や
豊かな人間性の醸成につながり、スポーツを通
じて築かれた人間関係は一生の宝になると考え
ている。スポーツ振興に、より一層取り組み、誰

もが気軽にスポーツを楽しむ環境を整備すると
ともに、リオオリンピック近代五種日本代表選
手として活躍した、本市出身の朝

ともなが
長なつ美選手

のような、世界の大舞台で活躍できるトップア
スリートが、さやまっ子の中から一人でも多く
輩出されるよう、各種団体の協力を得ながら、競
技スポーツの振興を図っていきたい。

その他のテーマ

▶スポーツ推進の意義と効果
▶選手の育成と支援
▶スポーツ施設の充実

◆制度施行から16年が経過する中での課題
　第１号被保険者が、制度施行時の20,249人か
ら約２倍の44,814名となる中で、現状の課題は。
長寿健康部長 制度発足後、介護認定者数やサー
ビス利用者数、予算規模がおよそ３倍となって
いる。今後も高齢者の増加に伴い介護認定者と
保険給付費の増大が予想され、制度をいかに持
続させるかが最大の課題と認識している。

◆増大する保険給付費の抑制
①繰入金が当初の約３倍の14億8,645万２千円
となっており、一般会計全体に与える影響が懸
念されるが、見解は。
②保険給付費の増大が予測される中、介護保険
制度の持続性をどのように担保していくのか。

長寿健康部長 ①介護保険制度の継続性を保ち
つつ、どう繰入金の縮減を図っていくかが課題
で、そのためには、保険給付費の上昇を抑制する
ことが第一である。
市長 ②将来にわたり、高齢者のみならず、その
家族が安心して暮らしていける仕組みとして、
さらなる工夫と先進事例の研究を行うと同時
に、財政面からもしっかりと
継続性が担保されるよう、行
財政運営の健全化を図り、介
護保険制度の充実に取り組
んでいきたい。

その他のテーマ

▶狭山市特有の課題は
▶制度の幅広い周知を
▶制度を健全に持続するために

委 

員 

長　

綿　

貫　

伸　

子

副
委
員
長　

千　

葉　

良　

秋

委　
　

員　
高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

委　
　

員　

土　

方　

隆　

司

委　
　

員　

町　

田　

昌　

弘

委　
　

員　

望　

月　

高　

志

委　
　

員　

大　

島　

政　

教

　

建
設
環
境
委
員
会
で
は
、生
活

環
境
、都
市
整
備
、都
市
計
画
道
路
、

上
下
水
道
な
ど
、環
境
と
都
市
基
盤

に
関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
ま
ち
づ
く
り
を

推
進

　

地
球
温
暖
化
が
深
刻
化
す
る
な

か
、対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。狭
山
市
は
第
二
次
環
境
基
本

計
画
で
、低
炭
素
社
会
形
成
へ
む

け
た
地
域
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ
て
い

ま
す
。近
隣
市
で
も
大
規
模
な
エ

コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま

り
、当
市
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
支
援
施
策
、ミ
ニ
エ
コ
タ
ウ
ン

事
業
の
推
進
を
調
査
し
ま
す
。

快
適
で
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る

① 

入
曽
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
、駅
周
辺
の
安
全
性
や
利
便
性

の
向
上
、入
間
小
学
校
跡
地
を
中

心
と
し
た
駅
前
広
場
創
出
に
つ
い

て
重
要
な
計
画
で
あ
る
と
の
観
点

か
ら
調
査
し
ま
す
。

② 

都
市
計
画
道
路
東
京
狭
山
線

か
ら
狭
山
市
駅
前
へ
ア
ク
セ
ス
す

る
際
の
要
と
な
る
路
線
で
あ
る
、

都
市
計
画
道
路
狭
山
市
駅
加
佐
志

線
の
進
捗
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

③ 

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
は
、安

全
で
、快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

に
重
要
で
す
。今
後
は
、厳
し
い
財

政
が
見
込
ま
れ
る
中
、計
画
的
、総

合
的
な
管
理
が
必
要
で
す
。上
下

水
道
や
道
路
、橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
の
適
切
な
維
持
管
理
に
つ
い

て
調
査
し
ま
す
。

　

狭
山
市
健
全
発
展
特
別
委
員
会
は
、「
市
民

の
負
託
に
応
え
る
合
議
体
」と
し
て
、『
狭
山
市

を
将
来
に
わ
た
り
健
全
に
発
展
さ
せ
、市
民
福

祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
』を
目
的
に
設
置
し
た

特
別
委
員
会
で
す
。

◆
活
動
テ
ー
マ

　

当
委
員
会
の
設
置
目
的
を
遂
行
す
る
た
め

の
調
査
事
項
と
し
て
、「
茶
の
花
号
」と「
公
共

交
通
の
将
来
像
」の
二
つ
を
テ
ー
マ
に
調
査
を

し
て
い
ま
す
。今
年
３
月
に
は
、「
茶
の
花
号
」

に
つ
い
て
の
報
告
書
を
提
出
し
、12
月
を
め
ど

に「
公
共
交
通
の
将
来
像
」に
つ
い
て
、狭
山
市

の
健
全
な
発
展
と
市
民
福
祉
の
増
進
を
見
据
え
た
提
言

を
し
て
い
き
ま
す
。

委 

員 

長  

加
賀
谷　

勉

副
委
員
長  

三
浦　

和
也

委　
　

員  

千
葉　

良
秋

委　
　

員  

金
子　

広
和

委　
　

員  

土
方　

隆
司

委　
　

員  

綿
貫　

伸
子

委　
　

員  

望
月　

高
志

委　
　

員  

大
島　

政
教

夢
に
向
か
い野球

に
励
む
児
童

（後列左から）土方委員、町田委員、大島委員、
　　　　　　　高橋委員、望月委員
　　　（前列）綿貫委員長　　千葉副委員長

市道の認定時には必ず現地を視察

（後列左から）土方委員、千葉委員、大島委員、
　　　　　　綿貫委員、金子委員、望月委員
　　（前列）加賀谷委員長　三浦副委員長

第１号被保険者…
　65歳以上の方
第２号被保険者…
　40歳から64歳以下の方

高齢化が進む中での
介護保険制度の持続を!!

スポーツによる青少年の育成と
豊かな狭山市
土方　隆司（新政みらい）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に

狭
山
市
を
将
来
に
わ
た
り

健
全
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

内藤　光雄（新政みらい）



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡６月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆国民健康保険税の個人負担を増やさないで
　国保の都道府県化で、税率引き上げが懸念さ
れている。市の対応で引き上げないように。
長寿健康部長 県から示される標準保険税率や
事業納付金の内容を精査し、市の財政状況も考
慮した上で、国民健康保険運営協議会の意見を
聞いて決定したいと考えている。

◆市職員の職場環境の改善を
　職員が亡くなるという悲しいできごとを繰り
返さないよう、職場環境の改善は。
総務部長 職員のワーク・ライフ・バランスの充
実を図っていく上で、休暇の取得しやすい環境
づくりに努めていく。また、メンタルヘルス相談
やカウンセリング受診を推奨するなどしている。

◆パブリックコメントの意見数を増やすように
　パブリックコメント制度が有効に機能してい
ない。意見数０件と１件で50％超。改善策は。
総合政策部長 意見数は、社会情勢や市民の関心
の程度などにより差があると考える。この制度
は国の制度に準じたもので、見直す考えはない
が、市民が市政運営に参画するための一つの手
法であることから、一層の周知を図りたい。

その他のテーマ

▶国保税の引き上げやめよ
▶職員の自死繰り返すな
▶パブコメ制度を有効に

◆基本方針見直しの今後のスケジュールは
　公共施設等総合管理計画などとの整合性も考
慮し、「小・中学校の規模と配置の適正化に関す
る基本方針」見直しの今後のスケジュールは。
生涯学習部長 見直しにあたっては、児童生徒数
の動向を精査し、新たな推計値をもとに検討を
行うこと、全市的な視点で改めて適正規模、適正

配置の検証をすること、また、公共施設等総合管
理計画などとの整合性を図る必要があるが、平
成29年度末までには市としての方針決定が図
れるよう見直し作業に取り組んでいきたい。

◆戸別収集化の推進について、市の考えを問う
　ごみの戸別収集化を推進する考えは。
環境経済部長 個別の排出指導が容易となり、排
出マナーの改善が図られ、排出者責任の明確化
によるごみの減量効果も期待できると考える
が、収集コストの増加が大きな課題となる。戸別
収集を導入している自治体では、ごみ収集の有
料化を実施しているケースが多く見受けられる
が、有料化は市民生活への影響が大きいことか
ら、慎重な検討が必要と考えている。

その他のテーマ

▶学校の規模と配置の適正化
▶戸別収集化の推進
▶入曽地区地域交流施設（仮称）

◆コンプライアンス（法令遵守）問題の解消や
　教職員の業務負担の軽減を
　狭山市では学校給食費を私費と定め、歳入歳
出予算に編入していない。また、管理者と債権者
は学校長であり、教職員などが管理・徴収し、現
金の保管をしている学校もある。地方自治法「第
210条､ 235条の４第２項」や地方公務員法「第35

条」などの規定からも「公会計」へ移行すべきでは。
教育長 国・県の動向を注視しながら、他市の導
入状況も踏まえ、そのメリットとデメリットな
ども含め、調査・研究したい。

◆旧東中学校の跡地利用
　現在も「用途・目的」は行政財産(学校施設)の
ままだが、いつまで今の使用方法を続けるのか。
また、地域住民の意見をどう跡地利用に反映さ
せるのか。 
市長 さまざまな視点から総合的に検討を進め、
できる限り早い時期に跡地利用の方向性を示し
たい。地域住民の意見の反映は、今後跡地利用の
具体的な検討を進める中で、時宜を捉えて適切
な方法で意見を聞いていく。

その他のテーマ

▶学校給食費の会計・管理
▶旧東中学校の跡地利用

◆障がい者福祉のさらなる充実を
①トイレの高さや複数系統の洋式化など、現状
に合わせて福祉環境整備要綱の見直しを行って
ほしいが、市の考えは。
②災害時要援護者支援を希望する方のうち、障
害者手帳保持者は何人くらいか。第４次障害者
福祉プランに、災害時個別支援計画の策定目標
を掲げ、早急に進めるべきではないか。
福祉こども部長 ①平成８年の改正以降、要綱の
見直しを行っていないが、トイレの仕様など一
部の内容は見直しが必要と認識している。
②支援希望者は8,700人で、うち障害者手帳保持
者は2,200人。また、個別支援計画の早期策定は
大変重要と考えているが、第４次障害者福祉プ
ランでの目標値設定は難しい。

◆だれもが高齢者に。ごみの戸別収集継続を
　高齢者のごみの戸別収集について、事業を継
続するための検討状況は。
環境経済部長 本年度は再任用職員を活用し、待
機中の方にも対応できる体制が確保できている。
将来的に戸別収集が必要な方が増え、直営が困
難となった場合は、委託が必要と考える。

その他のテーマ

▶福祉環境整備要綱の見直しを
▶障害者個別支援計画を早期に
▶高齢者へのごみ戸別収集
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誰もが住みよい
福祉のまちづくり

「学校の規模と配置の適正化」
の原点は何か

学校給食費は「私会計」から
「公会計」へ移行すべき

国保税率 37％アップの
シミュレーション　NO！

大沢　えみ子（日本共産党）

金子　広和（創造）

三浦　和也（創政会）

猪股　嘉直（日本共産党）



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡６月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆安定した雇用の創出のために
　正規雇用の拡充に向けた取り組みは。
環境経済部長　市内に住所を有する方を新規
に１年以上正規雇用した企業に対し、助成金を
交付するなどして正規雇用を促すほか、ふるさ
とハローワークや就労支援サイト「茶レンジＪ
ＯＢさやま（現「本物づくりのまち　狭山」）」で、

雇用情報の収集と提供を行っている。
　また、産業労働センターでは、職業能力開発講
座などの開講、ハローワーク所沢との就職面接
会、県主催の合同面接会の開催情報提供などを
行っている。

◆若い世代の結婚・出産・子育てのために
　子ども・子育て支援のワンストップ化に向け
た取り組みは。
総合政策部長 母子保健型事業（保健センター）、
基本型事業（総合子育て支援センター）、特定型
事業（保育幼稚園課）の各実施機関が、情報を共
有し緊密に連携することで、子育て世代包括支
援センターとしての機能を発揮し、妊娠期から
切れ目のない支援に取り組んでいる。

その他のテーマ

▶企業誘致とその環境整備
▶公共施設や団地リノベーション
▶市内循環交通網の整備

◆狭山市茶業協会とタッグを組み狭山茶振興を
①さらなる消費拡大策の実施が必要では。
②二番茶の有効活用に対する考えは。
環境経済部長 ①国の地方創生加速化交付金を
活用し、狭山市産狭山茶のブランド化事業に取
り組んでいる。今後も狭山市産狭山茶を広くＰ
Ｒし、狭山茶の消費拡大に取り組むことで、狭山
市のイメージアップにもつなげていきたい。
②一番茶や抹茶より二番茶のほうがカテキンや
ビタミンＣの含有率が高いという分析結果から、
風邪などの予防効果を期待し、うがい用の粉末
茶を製造、市内の小中学校４校に配布した。現在、
学校の意見も参考に、商品化に向けた研究を進
めており、今後も二番茶の特性を生かした商品
開発に狭山市茶業協会と連携し取り組んでいく。

◆大災害に対する市の備え
　土のうステーションの設置が必要では。
都市建設部長 浸水が発生している状況下では、
市から各家庭に土のうを迅速に提供することは
難しい。現在、地域の拠点となる地区センターな
どに土のうを備蓄しているため、土のうステー
ションの設置は予定していない。

その他のテーマ

▶被災者に寄り添った対応とは

◆ひとり親家庭等日常生活支援事業の導入を
　ひとり親家庭等日常生活支援事業は、55.6％
の市町村が導入し、低廉な費用で生活支援と子
育て支援を提供している。経済的に余裕がない
ひとり親に対し、支援対策の一環として、ファ
ミリーサポートの利用料を半額にするなどの対
策を講じてもらいたいが、見解は。

福祉こども部長 狭山市の利用料は一律700円で、
さらに30分以内の利用は350円としており、近
隣市に比べ利用しやすい料金と考えている。利
用料の減額は、ひとり親家庭の利用状況などを
調査した上で検討する。

◆ひとり親家庭のための一元的な情報提供
　ひとり親家庭向けの冊子「子育て支援のご案
内」をさらに周知する必要があるのでは。
福祉こども部長 離婚についての相談や児童扶
養手当などの申請、相談など機会を捉えて配
布している。また、児童扶養手当の受給者には、
内容を更新した新年度版を毎年８月の現況届受
領の際に配布している。これらに加え、公式ホ
ームページにも掲載するなどして周知したい。

その他のテーマ

▶ＤＶ相談窓口の周知を
▶母子父子寡婦福祉資金のPRを
▶養育費確保の推進を

その他のテーマ

▶子ども達一人ひとりと向き合う
▶「チーム学校」の視点
▶食品ロスを福祉につなげる

◆子ども達の可能性を最大限開花させる基盤づくり
①学校運営に、地域や外部の人材が関わる「チー
ム学校」の視点が必要と考えるが、見解は。
②深刻化する教員の長時間勤務の改善に、どの
ように取り組んでいるのか。
③ＩＣＴの活用による学校業務の効率化や勤務
時間の適正な管理が重要と考えるが、見解は。

教育長 ①これまでも各小中学校に学校応援団
を組織し、学校支援ボランティア、英語活動支援
員、部活動外部指導員、図書館ボランティアなど
地域の方々が学校支援に当たっているが、今後
も、チーム学校の視点から、地域の人材を積極的
に活用し、学校運営の充実を図っていきたい。
学校教育部長 ②学習支援ボランティアや部活
動外部指導員などを積極的に活用し、教員の負
担軽減を図っているほか、年次休暇の計画的取
得の促進やノー残業デー、定時に退庁するふれ
あいデーの奨励などを実施している。
③今年度から、中学校に校務支援ソフトを導入
して、業務の軽減を図っており、次年度以降、小
学校にも導入予定。また、９月からタイムカードを
導入して、勤務時間の適正な管理を行っていく。

ひとり親家庭等日常生活支援事業と

は、国、県、市で費用を助成し、ホームヘ

ルパーなどを派遣し生活支援と、子育て

支援を行う国の制度です。

１時間あたりの利用料は、児童扶養手

当支給水準の家庭では、生活援助は150

円、子育て支援は70円、等と所得により

設定されています。 （厚労省HP参照）
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ひとり親家庭への支援の
強化を！

教育こそ持続可能な
社会の基盤

狭山茶ブランドを
守り続けるために

加賀谷　勉（公明党）

まち・ひと・しごと創生
　全力で推進を！

千葉　良秋（創政会）

町田　昌弘（創造）

綿貫　伸子　（公明党）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡６月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆入曽駅周辺整備事業案
①どのように案を策定したか。
②市民や議会の意見聴取やその意見を計画にど
う反映するのか。
都市建設部長 ①入曽駅周辺は、駅前の交通上の
問題や地域の拠点として未整備であったことか
ら、昭和55年ごろから整備に向けて地権者との
合意形成に努めてきた。しかし、事業に反対の意
見が多く地権者の合意が得られなかったため、
平成25年に事業の実施を休止した。
　こうした経緯を踏まえ、28年度には駅周辺
の現状を勘案し、整備予定区域を絞り、まずは事
業の実施に向けて基本計画を策定することとし
た。公共施設の整備、民間施設の立地、土地利用
計画案の作成と事業化に向けた事業手法の検討

などを行い、これらを基本計画案として取りま
とめた。
②基本計画を確定する前に、整備予定区域外の
地域住民からも意見などを聞く機会を設けるほ
か、パブリックコメントを実施するなどして、市
民の意向も踏まえた計画としたい。市議会へは、
時期を捉えて、報告や意見聴取する予定である。

その他のテーマ

▶入曽駅周辺整備事業案の公表を
▶民間活力の積極的な導入を
▶保育環境の整備は前倒しで

◆狭山市の公共交通政策
①狭山市地域公共交通会議の概要と設置目的は。
②茶の花号の利用促進の具体策は。
③端末交通手段である自転車とバスを繋

つな

ぐサイ
クル・アンド・バスライドへの考えは。
市民部長 ①地域公共交通会議は、地域の実情に
即した輸送サービスの実現に必要となる事項に
ついて協議を行うもの。狭山市では、地域の公共
交通の一層の利便性の向上を図るための方策や
今後の公共交通のあり方について、市内循環バ
ス「茶の花号」の見直しを軸に協議することを目
的に設置した。
②茶の花号の存在やコース、利用方法などを積
極的に周知するとともに、ポイントカードや回
数券の発行などの優遇策も、地域公共交通会議

で検討する。
③自転車とバスの利用を連結させたシステムと
して、目的や効果は認識しているが、自転車の駐
車場所の確保などが不可欠であることから、地
域公共交通会議の中で、サイクル・アンド・バス
ライドの導入も含めて検討したいと考えてい
る。

その他のテーマ

▶茶の花号の利用促進を
▶適切な時期での修繕計画を
▶幼稚園の誘導員の再配置を

◆部活動指導員
①部活動を務める教員の残業時間の傾向は。
②学校教育法施行規則改正に伴う部活動指導員
についての考えは。
③部活動を通じて達成されるべき生徒像とは。
学校教育部長 ①部活動の顧問教員にとっては、
勤務時間終了から下校時刻までの１時間から１
時間半が部活動による残業時間となっている。
これ自体は長時間という状況ではないが、試合
や練習のある土曜日や日曜日を含めると、長時
間勤務となっている例もある。
②部活動指導員を学校職員として受け入れ、業
務の一部を部活動指導員が担うことが可能とな
ることで、顧問教員の負担が軽減される。さらに
学校職員となることから、日常的な生徒指導な

ども可能となり、学校運営上有益と考えている
が、解決すべき課題も多くあると認識している。
③スポーツや文化活動の楽しさ、やりとげる達
成感を味わうとともに、仲間との友情を育

はぐく

むこ
とで、充実した学校生活を送ることができ、これ
らをとおして豊かな心が醸成された人物になる
ことと考えている。

その他のテーマ

▶部活動指導員に対する考え方
▶教員負担を減らす地域連携
▶部活で達成される理想の生徒像

◆公民館から地域交流施設（仮称）へ
①時代に即した公民館の機能は。
②社会教育の機能と役割で継続される点は。
③つながりをつくるための場の用意は。
④個人利用、飲食は可能にしていくのか。
市民部長 ①地域の学習拠点のみならず、地域住
民が集い、交流できる地域活動の拠点として、ま

ちづくり活動を支援するような機能の充実を図
りたい。
②地域交流施設として開館した後も、公民館が
担ってきた機能を継承し、社会教育や生涯学習
の場として、心豊かなライフスタイルの実現な
どに寄与したい。
③市民の出会いと交流を促進する地域コミュニ
ティー形成の拠点を目指しており、子どもから
高齢者まで幅広い世代が出入りし交流できるスペ
ースや、図書スペースを設けることとしている。
④狭山市駅西口の市民センターと同様に、地域
交流施設も個人利用ができる方向で検討した
い。また、飲食についても市民のさまざまな交流
の促進を図る点から、可能とする方向で検討す
る必要があると考えている。

その他のテーマ

▶公民館業務の専門性への対応
▶特定外来生物の植物の種類は
▶ナガミヒナゲシの対処は

狭山市や他市の同様の施設などを参考に

川越市大東市民センター川越市大東市民センター狭山市市民交流センター狭山市市民交流センター

入曽駅周辺整備事業予定地

茶
の
花
号
を
存
続
さ
せ
る
た
め

利
用
し
ま
し
ょ
う

温暖化対策は
事業計画を策定するときから

市民の実態に合わせた
茶の花号に向けて

狭山で充実した部活動を！

望月　高志（日本共産党）

入曽地区の地域拠点となる
地域交流施設に！

西塚　和音（創造）

笹本　英輔（創政会） 高橋ブラクソン久美子（無所属）



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡６月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】

（ 15 ） （ 14 ）

◆スポーツを通した学校教育
①東京五輪やラグビーＷ杯の開催は、子ども達
にとって国際理解、外国語学習やスポーツへの
意欲が高まるなどの効果が期待できるが、現在
の学校教育での具体的な取り組みは。
②パラリンピックの開催は、子ども達にとって
障がい者の方への理解を深める機会となるが、

現在の学校教育での具体的な取り組みは。
学校教育部長 ①国際スポーツイベントの開催
を学校教育に生かす取り組みの必要性を認識し
ており、まずは子ども達が興味や関心を持ち、市
内に社会人ラグビーチームがあることや狭山市
がラグビーの事前キャンプ地に立候補している
ことなど、Ｗ杯開催に市もかかわっていること
を伝えたい。なお、国際理解を深める取り組みに
ついては、現在、明確な計画はないが、今後、具体
的な取り組みを検討していく。
②現時点で明確な計画はないが、６月中に入間
野中学校で、障害者スポーツ振興のための事業、
「あすチャレ！ｓｃｈｏｏｌ」の開催を予定して
おり、障害に対する生徒の関心や理解の醸成を
図りたい。

その他のテーマ

▶北朝鮮ミサイル発射への対応
▶ユネスコスクール加盟の見解
▶クラウドファンディングの見解

◆働きやすい職場づくりを
①幹部職員の死亡について、警察の事情聴取は
あったのか。
②狭山市として要因解明に向けた取り組みの状
況は。
③職員の健康、仕事の効率アップ、市民の福祉向
上の視点から、超過勤務の削減方針はどうか。
市長 ①職員が亡くなった当日、警察による現場
検証などが行われ、関係職員が立ち会ったが、そ
の後、市への事情聴取はない。
②当該職員がなぜ死に至ったのか、その理由は
本人以外に知るすべはないが、今後、亡くなった
職員の業務実態を把握するための外部有識者会
議を立ち上げる予定であり、現在はその準備段
階にある。

総務部長 ③これまでも水曜日と金曜日のノー
残業デーに定時退庁を徹底してきた。また、残業
の多い所属には朝方勤務を励行するとともに、
上司みずから配下の職員の規範となり率先して
定時退庁できるよう業務の改善に取り組んでい
るが、今後も超過勤務時間のさらなる削減を図
っていきたいと考えている。

その他のテーマ

▶市役所の働き方改革

　飯能市にある広域飯能斎場は、飯能市・狭山
市・日高市の３市で構成された広域飯能斎場
組合が運営しており、チェック機関として、市
議会と同様の組合議会があります。
　広域飯能斎場組合議会は、年２回開会して
いますが、狭山市議会から３名、飯能市議会か
ら３名、日高市議会から２名の計８名の議員
が選出され、議会運営にあたっています。

狭山市選出議員
　内藤光雄議員、望月高志議員、中村正義議員

　７月21日（金）、狭山市議会の議場や委員会室などを会場に、
「子ども・議会体験プログラム」を開催しました。当日は、市内の
小学５・６年生25名が参加し、議員を体験。議場での本会議や委
員会審査など、普段は入ることのできない場所での体験に、緊張
した面持ちで臨んでいました。

　狭山市の消防は、平成25年度から、狭山市、
所沢市、飯能市、入間市、日高市の５市で構成
された、埼玉西部消防組合が担っています。
　埼玉西部消防組合議会では、予算や決算、消
防・救急の運営などの審査を16名の組合議員
が行っており、内訳は狭山市議会３名、所沢市
議会６名、飯能市議会２名、入間市議会３名、
日高市議会２名となっています。

狭山市選出議員
　加賀谷勉議員
　町田昌弘議員
　田村秀二議員

広域飯能斎場組合議会 埼玉西部消防組合議会

オリエンテーションでは体操でリラックス

議場で堂々と発言する子ども議員

各委員会に分かれて議案を審議

議場で委員長は審議内容を報告

議員席は緊張感でいっぱい

委員長報告は採決の参考に
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幹部職員の死亡と
狭山市役所の職場改革

矢馳　一郎（創造）

五輪やＷ杯の開催を
学校教育で活

い

かす

大島　政教（はつらつ）
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　夏休みの初日となる７月21日に、市内の小学５・６年生25名が参加
し「子ども・議会体験プログラム」を開催しました。議長などの役割決
めの段階から積極的に手を挙げる子どもが目立ち、その後の委員会
での発言や本会議での真剣に取り組む様子を見ていると、狭山市の
明るい未来を感じることができました。

パソコンで！スマートフォンで！

狭山市議会をインターネットで狭山市議会をインターネットで
ライブ中継 本会議をライブで配信します。
 （委員会は除く）

録画配信 本会議開催日のおよそ
 １週間後に配信

　地方自治の発展に寄与した功績で、全国市議会議長会並びに
埼玉県市議会議長会から、次の議員が、永年勤続議員として表彰
されました。
　　○議員在職30年以上　　　　　○議員在職25年以上
　　　中村正義議員　　　　　　　　大島政教議員　　
　　○議員在職10年以上
　　　加賀谷勉議員、町田昌弘議員、新良守克議員、齋藤誠議員

中村正義議員 大島政教議員 齋藤誠議員新良守克議員町田昌弘議員加賀谷勉議員

さやま議会だよりの点字版は
市役所･図書館などで閲覧できます

９月定例会の予定９月定例会の予定
９月１日(金)　開会、議案説明
　　５日(火)　議案質疑
　　６日(水)　議案質疑
　　７日(木)～11日(月)　常任委員会
　　15日(金)　常任委員会（採決）
　　19日(火)～21日(木)　一般質問
　　29日(金)　委員長報告、採決、閉会

表紙の写真 「子ども・議会体験プログラム」を開催

功績が認められ

表　彰

市議会を傍聴しませんか市議会を傍聴しませんか
　狭山市議会は、本会議・委員会とも、どな
たでも傍聴ができます。小さなお子さん連
れの方も入場できますので、ぜひ、お越しく
ださい。また、手話通訳や要約筆記の派遣を
ご希望の方は、事前に議会事務局へお問い
合わせください。

次号の議会だよりは11月10日発行
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